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株主のみなさまへ
平成21年４月１ 日から
平成22年３月31日まで
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宇宙情報システム

衛星画像を衛星から受信
し、解析配信するシステ
ムの開発

次世代
移動通信システム

ミドルウェアからドライ
バ開発、通信制御まで携
帯端末に関するあらゆる
開発

航空管制システム

管制官が使用する、いわ
ば「空の信号機」システム
の開発

電子行政システム

行政サービスの電子化に
伴うシステムの開発

自動車登録システム

車、バイク等の所有者や
車検状況を管理するシス
テムの開発

フォーカスシステムズは、お客様にトータルソリューションをご提供する
“総合情報サービス企業”です。
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気象情報システム

全国の気象観測所をつな
ぐネットワークの構築

福祉介護システム

福祉介護の必要な人がど
んな介護を受けているの
かを管理するシステムの
開発

暗号技術

電子情報を漏洩や改ざん
などのリスクから守るた
めの次世代暗号技術

金融機関向け
システム

メガバンク向け顧客管理
システムの開発や新銀行
の基盤構築

RFIDシステム

ICタグをさまざまな物品
に取り付けて管理をする
システムの開発

フォーカスシステムズは、お客様にトータルソリューションをご提供する
“総合情報サービス企業”です。

フォーカスシステムズの技術は、
さまざまなシーンで社会を支えています。

Focus Systems
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トップインタビュー

A.　当企業グループは、「システムインテグレーシ

ョン事業」・「ITサービス事業」・「情報セキュリティ

事業」の３事業分野を重点とした事業活動を推進し

てまいりました。

　システムインテグレーション事業におきましては、

第１四半期以降第３四半期まで企業のIT投資に対する

姿勢は回復せず、第４四半期に入ってようやく回復の

兆しが見え始めたものの、開発案件受注の減少、開

発案件の延期、中止そして契約締結に至るまでの期

間の長期化等により、また、ITサービス事業におきま

しては、システム基盤の設計・構築業務は比較的順調

当期業績についてQ

株主の皆様へ

　平素は当社業務に格別のご支援を賜り、ありがた

く厚く御礼申し上げます。

ここに当社第34期（平成21年４月１日から平成22

年３月31日）の営業のご報告をご高覧願うにあたり

まして、一言ご挨拶申し上げます。

　当社第34期は、昨年来の世界金融市場の混乱に

よる影響下から、一部の業種においては緩やかでは

ありますが回復基調を示し、情報サービス業界にお

きましても、IT投資の緩やかな回復基調が見られま

した。しかしながら、投資効果の慎重な見極め姿勢

は変わらず、受注単価の値下げ要求等もあり、厳し

い受注環境が続きました。その結果、前期に引き続

き減収減益となり、遺憾ながら無配となりましたこ

とを深くお詫び申し上げます。

　引き続き厳しい状況ではありますが、企業価値の

維持向上に努めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご

支援とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成22年6月
代表取締役社長　石橋　雅敏
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に推移したものの、運用管理・保守業務は単価の引

下げ要求等により、計画に対し未達となりました。

　情報セキュリティ事業におきましては、自社の情

報管理体制を記録として残せる、情報セキュリティ

の事後対策に適したデジタル・フォレンジック製品

の販売を主流として、順調に推移いたしました。

　以上の結果、当期連結業績は、連結売上高

11,863百万円（前連結会計年度比4.0％減）、連結

営業利益39百万円（前連結会計年度比33.4％減）、

連結経常利益20百万円（前連結会計年度比217.7％

増）、連結当期純損失230百万円（前連結会計年度は

１６５百万円の当期純損失）となりました。

A.　今後ますます競争の激化が予想され、価格面で

の競争は回避できない状況にあります。また主力で

ある開発部門、特に公共分野での競争激化は、将来

的に当企業グループの安定的経営基盤を揺るがすこ

とにもなりかねません。

　このような状況をふまえ、当企業グループはより

一層の利益管理の徹底と、社内業務の効率化・合理

化、優秀な人材の育成、顧客の信頼の獲得を目指し

てまいります。

　通期の業績として、連結売上高12,000百万円、

連結営業利益210百万円、連結経常利益190百万

円、連結当期純利益90百万円を見込んでおります。

A.　当企業グループは、株主の皆様に対する利益還

元を経営の重要課題のひとつと認識しております。

安定的な配当の継続を実施してまいりたいと考えて

おります。

　次期（平成23年３月期）の配当金につきましては、

１株当たり10円を予定しています。

　時代の最先端を走る安全で効率的なソフトウェア

の供給を通して、顧客・株主・ビジネスパートナー

及び社員と共に成長し続ける企業となれると確信し

ております。

　株主の皆様のなお一層のご支援、ご協力をお願い

申し上げます。

今期以降の展開についてQ

株主様へのメッセージQ

Focus Systems
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3つの事業領域

● 公共分野
官公庁関連システムなど社会を支える公共システム分野に数多
くの実績を有するのが当社の特徴のひとつ。「健康保険システ
ム」「財務会計システム」「労働保険・社会保険システム」「貿
易流通システム」「航空・交通管制システム」など、高い信頼性、
深い業務理解が求められるシステムを数多く手掛けています。
こうした大規模プロジェクトの経験を通じて蓄積した技術が、
現在の当社の競争力の源泉となっています。これらのシステム
開発を通じた優良企業・官公庁など大口顧客との長期・安定し
た取引関係が、当社の事業基盤となっているのです。

● 通信ネットワーク分野
設立以来、当社が強みを発揮するのが通信ネットワーク分野で
す。さまざまな開発を通じて、通信関連の有力企業との長期安
定した取引関係を確立しています。次世代通信網『NGN』を
構成する各種通信装置や、携帯電話の基地局、インターネット
の核であるルータやゲートウェイなど、さまざまな通信制御装
置のファームウェア開発を行っています。
また、携帯電話端末の開発においては、ミドルウェアやドライ
バ通信制御など、高度な知識・経験が要求される部分の開発に
強みを持っています。

● 金融分野
新しい事業基盤とするべく注力しているのが、金融ビジネス
分野の拡大です。
オープン系の開発では銀行（顧客管理システム）、大型汎用機
系の開発では銀行（融資業務に関わる設計・開発）、生保（個
人保険、企業保険の新契約、保全業務）、大手クレジット会
社の統合案件と多岐にわたり、安定した取引を確立しており
ます。

● インフラ基盤環境設計・構築
進化の速いオープン系システムにおいて、インフラ基盤（ハ
ードウェア周り、ネットワーク、OS、ミドルウェア）の構築
から、アプリケーションソフトの開発まで、最先端技術を駆使
した設計・構築・開発を行っています。

● 技術支援サポート業務
ハードウェア環境、ネットワーク、OS、ミドルウェアの問題
点解決や、ハードウェアの推奨設定値の支援などを技術者に対
し行うことにより、先端技術を必要とするお客様環境の構築を
支えています。

● 運用サポート業務
メーカの提供するソフトウェアに対し、顧客の業務上の問題点
解決や顧客要求を実現するために、電話による技術サポート
（ヘルプデスク）やお客様環境運用システムの開発など、技術
力（テクニカルスキル）の提供により運用をサポートしていま
す。

システムインテグレーション事業 ITサービス事業

Focus Systems
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PCファイル暗号アプリケーション

USBキー暗号ツール

株式会社ミロク情報サービス
会計事務所システム

System i専用バックアップソフトウェア 高速VPNソフトウェア

異機種間ファイル暗号ツール

CRYPTO RELAY

セキュリティ製品の開発・販売 お客様製品

システム開発用エンジン・ライブラリ

SI開発・OEM提供

共通鍵暗号 FIPS 140-2適合認定ライブラリ

ファイル暗号
（C言語）

OS/390
OS/400

HP-UX

AIX
XSPVOS3

Solaris

Windows

Linux

デジタル・フォレンジック

トータルセキュリティのご提案

●PCのHDDからの証拠取得プロセス

私たちフォーカスシステムズは、
お客様にトータルソリューションをご提供する“総合情報サービス企業”です。
健全なIT社会の実現のため、最先端のテクノロジーを取り入れながら、
常に新しいソリューションの創造に努めています。

● さまざまなフェーズでのセキュリティ
暗号による秘匿の確保、定期的なセキュリティ診断、それでも
問題が発生した場合のデジタル・フォレンジックによるインシ
デントレスポンス（事後対応）。フォーカスシステムズは、さ
まざまなアプローチでビジネスにおけるセキュリティ対策を支
援していきます。

● 暗号技術
自社製品などさまざまな環境でC4暗号をはじめとした各種暗号
技術を活用し、情報漏洩対策のひとつとして、デジタル社会に
おけるセキュリティのニーズに対応しています。

● セキュリティサービス
法律や制度の義務化に伴い必要となるポリシー策定を中心とした
セキュリティ対策の構築や、ネットワーク社会において必要とな
るWebアプリケーションやLAN・WANの脆弱性診断などのサー
ビスを提供しています。

● デジタル・フォレンジック
昨今のコンピュータやデジタル機器の普及により、個人情報や機
密情報の情報漏洩事件や、企業による粉飾決算事件など、デジタ
ルデータは必ず何らかの関わりを持ってきています。デジタルデ
ータの証拠保全や調査・分析、改ざん・毀損について、適切な分
析・情報収集の必要性が高まってきており、それらの手法や適用
分野を総称して“デジタル・フォレンジック”と称しています。
製品販売、調査サービス・コンサルティングなど、この新しいセ
キュリティ分野であるデジタル・フォレンジックを幅広く提供し
ています。

情報セキュリティ事業

TCP/IP企業内・企業間
通信ミドルウエア

AES

株式会社セゾン情報システムズ

ネットワーク診断

Web脆弱性診断

Focus Systems
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ソリューションのご紹介

こんなところでも活躍しています。

ワンストップサービスとは…
ワンストップとは「1カ所、1度に」という意味で、ある分野に関連するあらゆるサービスを、そこに1度立ち寄るだけですべて
行えるようにするサービス形態のこと。特に行政サービスの一環として省庁や地方自治体が実施するサービスを指すことが多
い。

ご存じですか？　平成17年より、自動車の保有のための手続きの「ワンストップサービス」が始まっている
ことを。
自動車を保有する時には、検査・登録、車庫証明などの手続きや、税金・手数料の納付が必要になります。その
必要な手続きや税金・手数料の納付を、自宅などのパソコンからオンラインで一括申請できることを可能にする
のが「自動車保有関係手続きのワンストップサービス」です。
このサービスの提供には、多くの行政機関が係わっており、公共系のシステムの中でも大規模なものです。当社
もそのシステムの開発・維持管理に係わっています。

自動車保有関係手続きのワンストップサービス

1 電子申請書

2 電 子 納 付

3 申請データ

4 自動車検査証、保管場所標章等

申請者
購入者本人・
自動車販売店等

行政機関
ワンストップサービスシステム

購入者

自動車販売店

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

警察署

運輸支局等

都道府県税事務所

Focus Systems
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導入実績
世界中の調査機関、法執行機関、政府機関、国際金融機関、訴訟サポート会社、アドバイザリーファームなど世界18カ国、
数々の優良企業への導入実績があります。

トピックス

eDiscoveryとNuix 
近年、特許など知的財産権の分野をはじめ、行政調査、製造物責任など、日本企業が米国訴訟に巻き込まれるケースが増えて
います。米国訴訟では公判の前に当事者双方で、関連のある電子情報を開示（eDiscovery）することが求められています。
Nuixを導入することにより、大量の電子データの中からの仕分け／検索・絞込み／レビュー／提出準備などをシンプルかつ
正確に、そして迅速かつ効率的に行うことができます。eDiscoveryにおけるデータ処理の時間とコストの大幅な削減を行う
ことができます。

当社では、平成21年8月にNuix社と代理店契約を締結し、Ｅメールやデータ分析などができる
eDiscovery用ソフト「Nuix」製品の販売とサービスを始めました。

4億ページ

一人当たり40GB
2,000万ページ

訴訟対象者
20名

いろいろなデータ・文書

Nuixによる
絞込み

関連性の高いデータ・文書

Focus Systems

08

010_0717201302206.indd   8 2010/06/11   9:52:46



連結決算ハイライト

第30期
平成18年３月期

第31期
平成19年３月期

第32期
平成20年３月期

第33期
平成21年３月期

第34期（当期）
平成22年３月期

売上高 （百万円） 10,673 11,299 12,609 12,355 11,863

経常利益または経常損失（△） （百万円） 209 △368 318 6 20
当期純利益または当期純損失（△） （百万円） 266 △410 294 △165 △230
総資産 （百万円） 12,613 11,188 10,937 10,103 9,249
株主資本 （百万円） 5,330 4,751 5,270 4,907 4,676
１株当たり当期純利益または１株当たり当期純損失（△） （円） 26.78 △44.91 32.55 △18.78 △26.58

（注）株主資本は、資本金、資本剰余金、利益剰余金及び自己株式を含んでおります。

１株当たり当期純利益または
１株当たり当期純損失

当期純利益または当期純損失
（百万円）

経常利益または経常損失

株主資本

（百万円）

（百万円）

売上高

総資産

15,000

第33期第32期第31期第30期

10,000

5,000

0 第34期（当期）

15,000

10,000

5,000

0 第33期第32期第31期第30期 第34期（当期）

300

100

-100

200

-200

0

-500 第33期第32期第31期第30期 第34期（当期）

40

-20

20

-40

0

-60 第34期（当期）第33期第32期第31期第30期

400

200

-200

-400

0

第33期 第34期（当期）第32期第31期第30期

6,000

4,000

2,000

0 第33期第32期第31期第30期 第34期（当期）

（百万円）

（百万円） （円）
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顧客名
第34期（当期）平成22年３月期単体

売上高（百万円）

NTTデータ関連 5,280

NTT関連 511

沖電気関連 661

日本IBM関連 1,204

小計 7,657

その他 4,044

合計 11,702

 主要顧客別売上高構成比（単体）事業別売上高構成比

システムインテグレーション事業は、医療保険
関連の大型受注があったものの、開発案件の延

期などもあり、売上は減少しました。ITサービス事業
は、運用管理・保守業務に落ち込みがあったものの、
システム基盤設計・構築業務が順調に推移し、昨年と
同程度となりました。情報セキュリティ事業は、フォ
レンジック分野における大型案件受注により、売上は
向上しました。

解  説

システムインテグレーション事業においては、
NTTデータ様、NTT様、沖電気様、およびそ

の関連企業様が、ITサービス事業におきましては、日
本IBM様が、主要顧客となります。情報セキュリティ
事業におきましては、官公庁・自治体様が主要顧客と
なります。

解  説

合計
11,863
百万円

合計
11,702
百万円

システムインテグレーション

64.7%

NTTデータ関連

45.1%

ITサービス

28.6%

NTT関連

4.4%

情報セキュリティ

5.2%

沖電気関連

5.6%

その他

1.5%
その他

34.6%

日本IBM

10.3%

事業別
第34期（当期）平成22年３月期

売上高（百万円）

システムインテグレーション 7,680

ITサービス 3,393

情報セキュリティ 617

その他 172

合計 11,863

Focus Systems
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［連結貸借対照表（要約）］

［連結株主資本等変動計算書］（平成21年4月1日から平成22年3月31日まで）

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

❶
❷

❸
❹

❺

科　目 当連結会計年度
平成22年３月31日現在

前連結会計年度
平成21年３月31日現在

資産の部
流動資産 4,059 4,609
固定資産 5,189 5,493
有形固定資産 3,821 3,860
無形固定資産 93 206
投資その他の資産 1,274 1,426

資産合計 9,249 10,103
負債の部
流動負債 2,885 3,096
固定負債 1,657 2,164
負債合計 4,542 5,260
純資産の部
株主資本 4,676 4,907
資本金 2,905 2,905
資本剰余金 1,949 1,949
利益剰余金 66 296
自己株式 △244 △244

評価・換算差額等 23 △78
少数株主持分 6 13
純資産合計 4,706 4,842
負債、純資産合計 9,249 10,103

連結財務諸表

科　目
株主資本 評価・換算差額等 少数株主

持分
純資産
合計資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本

合計
その他有価証券
評価差額金

前期末残高 2,905 1,949 296 △244 4,907 △78 13 4,842

当期変動額

　当期純損失 △230 △230 △230

　連結範囲の変動 △0 △0 △0

　自己株式の取得 △0 △0 △0

　株主資本以外の項目の当期変動額（純額） 102 △7 94

当期変動額合計 — — △230 △0 △230 102 △7 △135

当期末残高 2,905 1,949 66 △244 4,676 23 6 4,706

流動資産
流動資産は、前期末に比べ550百万円減少しました。
これは主に、仕掛品224百万円および現金及び預金311百万
円の減少によるものです。

❶

固定資産
固定資産は、前期末に比べ303百万円減少しました。
これは主に、ソフトウエアを中心に無形固定資産113百万円、お
よび投資その他の資産151百万円の減少によるものです。

❷

流動負債
流動負債は、前期末に比べ211百万円減少しました。
これは主に、１年内償還予定の社債の減少90百万円によるも
のです。

❸

固定負債
固定負債は、前期末に比べ506百万円減少しました。
これは主に、長期借入金396百万円および社債130百万円の減
少によるものです。

❹

純資産合計
利益剰余金は230百万円減少し、その他有価証券評価差額金は、
102百万円増加して、純資産は135百万円の減少となりました。

❺

Focus Systems
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❶

❷

❷

❸

❸

❹

❹

［連結損益計算書（要約）］

［連結キャッシュ・フロー計算書（要約）］

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

（単位：百万円、単位未満切り捨て）

科　目
当連結会計年度
平成21年４月１日から
平成22年３月31日まで

前連結会計年度
平成20年４月1日から
平成21年３月31日まで

売上高 11,863 12,355

売上原価 10,609 11,039

売上総利益 1,253 1,316

販売費及び一般管理費 1,214 1,257

営業利益 39 58

営業外収益 79 53

営業外費用 98 105

経常利益 20 6

特別利益 — 86

特別損失 236 8

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損失（△） △215 85

法人税、住民税及び事業税 6 6

法人税等調整額 15 243

少数株主利益又は少数株主損失（△） △7 0

当期純損失 △230 △165

科　目
当連結会計年度
平成21年４月１日から
平成22年３月31日まで

前連結会計年度
平成20年４月1日から
平成21年３月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー 296 543

投資活動によるキャッシュ・フロー 9 △198

財務活動によるキャッシュ・フロー △637 △178

現金及び現金同等物の増減額 △330 167

現金及び現金同等物の期首残高 1,634 1,467

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △9 —

現金及び現金同等物の期末残高 1,293 1,634

売上高
売上高は、前期末に比べ492百万円の減少でした。売上原価
が429百万円減少し、売上総利益が62百万円減少、販売費及
び一般管理費は42百万円減少、その結果営業利益は19百万円
減少しました。
合理化に努めましたが、減収減益という厳しい結果となりました。

❶

特別損失
特別損失は、228百万円増加しました。これは主に、投資有
価証券評価損191百万円の発生によるものです。

❷

法人税等調整額
繰延税金資産の見積もりによる影響額であり、前期末と比べて
変動が少ないため金額が僅少になりました。

❸

当期純損失
上記の結果、当期純損失は、230百万円となり、前期比64百
万円の増加となりました。

❹

現金及び現金同等物の期末残高
上記の結果、当期における現金及び現金同等物は、前期末に比
べ340百万円減少しました。

❹

営業活動によるキャッシュ・フロー
当期は、売上債権の増加があったものの、仕入債務の増加、た
な卸資産の減少等により、この結果得られた資金は、296百万
円となりました。
なお、前期に同活動により得られた資金は、543百万円であり
ます。

❶

投資活動によるキャッシュ・フロー
当期は、保険積立金の積立、固定資産の取得による支出等があ
ったものの、貸付金の回収等により、この結果得られた資金
は、9百万円となりました。
なお、前期に同活動により使用した資金は、198百万円であり
ます。

❷

財務活動によるキャッシュ・フロー
当期は、主として長期借入金の借入による収入があったもの
の、社債の償還および長期借入金の返済により、この結果使用
した資金は、637百万円となっています。
なお、前期に同活動により使用した資金は、178百万円であり
ます。

❸

❶

Focus Systems
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会社の概況
会社概要	                           （平成22年3月31日現在）

社　　　名	 株式会社フォーカスシステムズ

本　　　社	 〒141-0022
	 東京都品川区東五反田二丁目7番8号
	 フォーカス五反田ビル 
	 TEL.	03-5421-7777（代）
	 FAX.	03-5421-3201

設　　　立	 昭和52年4月1日

資　本　金	 29億円

売　上　高	 117億円

従 業 員 数 	 867名

役員	                        （平成22年6月29日現在）

代表取締役会長	 　　東　　　光　博

代表取締役社長	 　　石　橋　雅　敏

取締役副社長	 　　柿　木　龍　彦

専 務 取 締 役 	 　　畑　山　芳　文

常 務 取 締 役 	 　　森　　　啓　一

取 　 締 　 役 	 　　三　浦　宏　介

常 勤 監 査 役 	 　　坂　主　淳　一	

監 　 査 　 役 	 　　池　野　清　昭

監 　 査 　 役 	 　　瀬　尾　師　也※

監 　 査 　 役 	 　　齋　藤　　　功※
（注）※両氏は社外監査役であります。

製品仕入・販売

受注

納品

得意先

株式会社フォーカスシステムズ
（当社）

受注 納品

連結子会社
●オープンテクノロジー株式会社（89.04％）
　DVD等新規メディアのコアソフト開発

持分法適用関連会社
●株式会社イノス（20.00％）
　ソフトウェア開発

グループの状況

本社ビル

（注）1．（　）内は出資比率。
　　2．従来、連結子会社であった株式会社ビスタは、前連結会計年度中に営業活動を休止し、実質的に休眠中であるため、当連結会計年度より連結の範囲から除外

しております。
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株式情報
株式の状況	                                    

発行可能株式総数	 36,000,000株

発行済株式の総数	 9,195,365株

株主総数	 	 3,903名

所有者別・株主分布状況

大株主（上位10名）

株主名 持株数（株） 持株比率（％）

東　光博 577,200 6.66
株式会社ＵＢＩＣ 450,000 5.19
柿木　龍彦 354,600 4.09
フォーカスシステムズ社員持株会 307,400 3.54
石橋　雅敏 280,000 3.23
畑山　芳文 262,700 3.03
第一生命保険相互会社 250,000 2.88
株式会社三井住友銀行 170,000 1.96
みずほ信託銀行株式会社 135,000 1.55
株式会社エヌ・ティ・ティ・データ 100,000 1.15
(注）	1．�当社は自己株式535,174株を保有しておりますが、上記大株主から除外

しております。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。
	 2．�第一生命保険相互会社は、平成22年4月1日の組織変更により、第一生

命保険株式会社になっております。

●個人・その他	
	 6,362,160株	（69.19％）	 3,807名
●金融機関
	 1,037,800株	（11.29％）	 12名
●その他国内法人
	 1,693,000株	（18.41％）	 64名
●外国法人・個人
	 10,900株	（0.12％）	 5名 
●証券会社
	 90,505株	（0.98％）	 14名 
●政府及び地方公共団体
	 1,000株	（0.01％）	 1名

アンケートにご協力ください（平成22年3月31日現在）
今後のIR活動に活用させていただきたいと存じますので、株主の皆さまのお声をお聞か
せいただけましたら幸いです。

Q₁ 当社の株式の購入に際しての情報源は主として次のうちのどこからでしたか?

□ 証券会社店頭   □ 証券営業マン   □ 新聞・雑誌の記事   □ 広告
□ 四季報   □ 日経会社情報   □ ホームページ
□ その他（	 ）

Q₂ 当社の株式を購入された理由は何でしょうか? （複数可）

□ 将来性   □ 収益性   □ 経営理念   □ 事業内容   □ 財務内容
□ 株価の割安感   □ 証券会社に勧められて   □ 配当   □ 技術力
□ 安定性   □ その他（	 ）

Q₃ 当社株式に対する今後の方針として最も近いものをひとつお選び下さい。

□ 売却   □ 短期保有（１年未満）   □ 長期保有   □ 買い増し   
□ その他（	 ）

Q₄ 第34期報告書で興味を持った記事はどれでしょうか? （複数可）

□ アバウトフォーカスシステムズ   □ トップインタビュー   □ 3つの事業領域
□ ソリューションのご紹介   □ トピックス   □ 連結決算ハイライト
□ 連結財務諸表   □ 会社の概況   □ 株式情報   □ その他

Q₅ 当社に対しては、どのような企業イメージをお持ちですか？

［ ］

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

株主の皆さまへアンケートご協力のお願い

●ご意見・ご感想をお聞かせ下さい。

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
ト
リ
〉

ご協力ありがとうございました。
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証券コード：4662

株主のみなさまへ
平成21年４月１ 日から
平成22年３月31日まで

ホームページをご覧ください。

当社ホームページでは決算短
信などのIR情報や、当社事業
や製品・サービスなどさまざ
まな情報を発信しております。

ホームページアドレス

http://www.focus-s.com/

事　業　年　度	 毎年4月1日から翌年の3月31日まで
定 時 株 主 総 会	 ６月
基　　準　　日	 ３月31日
配当金受領株主確定日	 ３月31日
株主名簿管理人	 東京都中央区八重洲一丁目2番1号

みずほ信託銀行株式会社

単 元 株 式 数 	 100株
公　告　方　法 	 電子公告とする。

株式会社 フォーカスシステムズ
東京都品川区東五反田二丁目７番８号フォーカス五反田ビル

株主メモ

証券会社に
口座をお持ちの場合 特別口座の場合

郵便物送付先
〒168-8507
東京都杉並区和泉2-8-4
みずほ信託銀行株式会社
証券代行部

電話お問い合わせ先 お取引の
証券会社になります。

0120-288-324
（フリーダイヤル）

お取扱店

みずほ信託銀行株式会社
本店及び全国各支店
みずほインベスターズ
証券株式会社
本店及び全国各支店

ご注意

未払配当金の支払、支
払明細発行について
は、右の「特別口座の
場合」の郵便物送付
先・電話お問い合わせ
先・お取扱店をご利用
ください。

単元未満の買取・買増
以外の株式売買はでき
ません。
電子化前に名義書換を失
念してお手元に他人名義
の株券がある場合は至急
ご連絡ください。

大崎支店承認

9458

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成22年9月30日

（切手不要）

郵 便 は が き

1 4 1 8 7 9 0
110

（受取人）

東京都品川区東五反田 2－ 7－ 8
フォーカス五反田ビル

株式会社 フォーカスシステムズ
管理本部 総務部　行

※ご記入いただいた個人情報は、個人を特定しない IR 統計資料作成の目的のみで使用させていただきます。

アンケートへのご協力をお願い申し上げます。

性 別：	□ 男   □ 女

年 齢：	□ 20歳未満   □ 20代   □ 30代   □ 40代   □ 50代   
	 □ 60代   □ 70代以上

ご 職 業：	□ 会社員   □ 会社役員   □ 専門職（医師・弁護士等）  □ 自営業
	 □ 公務員   □ 主婦   □ 学生   □ 無職   □ その他

保有株式数：	□ 1,000 株未満   □ 1,000 ～ 5,000 株未満 
	 □ 5,000 ～ 10,000 株未満   □ 10,000 株以上

保有期間：	□ 1 年未満   □ 1 年以上   □ 3 年以上   □ 5 年以上
	 □ 10 年以上

〈キリトリ〉

〈
キ
リ
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リ
〉
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